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四 半 期 報 告 書

１ 本書は四半期報告書を金融商品取引法第27条の30の２に規定する開

示用電子情報処理組織(EDINET)を使用し提出したデータに目次及び頁

を付して出力・印刷したものであります。

２ 本書には、上記の方法により提出した四半期報告書に添付された四

半期レビュー報告書及び上記の四半期報告書と同時に提出した確認書

を末尾に綴じ込んでおります。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第35期

第２四半期
累計期間

第36期
第２四半期
累計期間

第35期

会計期間
自 平成28年３月１日

至 平成28年８月31日

自 平成29年３月１日

至 平成29年８月31日

自 平成28年３月１日

至 平成29年２月28日

営業収益 （百万円） 18,666 19,227 37,619

経常利益 （百万円） 1,983 2,467 4,093

四半期（当期）純利益 （百万円） 985 1,626 2,239

持分法を適用した場合の
投資利益

（百万円） － － －

資本金 （百万円） 14,374 14,374 14,374

発行済株式総数 （株） 79,323,844 79,323,844 79,323,844

純資産額 （百万円） 59,087 61,184 59,950

総資産額 （百万円） 260,519 265,566 263,423

１株当たり四半期（当期）純
利益

（円） 12.60 20.78 28.62

潜在株式調整後１株当たり四
半期（当期）純利益

（円） － － －

１株当たり配当額 （円） 5.00 － 10.00

自己資本比率 （％） 22.7 23.0 22.8

営業活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） △6,869 △2,744 △6,755

投資活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） △509 △922 △675

財務活動によるキャッシュ・
フロー

（百万円） 7,914 574 8,204

現金及び現金同等物の四半期
末（期末）残高

（百万円） 8,731 5,882 8,976

　

回次
第35期

第２四半期
会計期間

第36期
第２四半期
会計期間

会計期間
自 平成28年６月１日

至 平成28年８月31日

自 平成29年６月１日

至 平成29年８月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 8.85 13.82

(注)１ 営業収益には、消費税等は含まれておりません。

２ 持分法を適用した場合の投資利益は、関連会社がないため記載しておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動の影響等に留意する

必要があるものの、企業収益や雇用情勢の改善を背景に、緩やかな回復の動きが続きました。

クレジットカード業界につきましては、カードショッピングは、サービス内容の多様化やカード決済範囲の拡

大等、利便性の向上を背景に引き続き拡大傾向を維持しましたが、一方でカードキャッシングは、取扱高におい

て改善が見られるものの、貸金業法改正に伴う総量規制の影響等により融資残高は引き続き減少する等厳しい環

境となりました。

このような環境の中、当社は「暮らしに密着した付加価値の高いサービスを創造する」を企業ビジョンに掲げ、

①ファミマＴカード事業のさらなる強化、②既存事業の安定的拡大、③サービス＆オペレーションの競争力強化、

④持続的成長を実現するための体制強化の４つの重点課題への取り組みを進めてまいりました。

当第２四半期累計期間における当社の営業収益につきましては、信用購入あっせん部門は、成長戦略の中核を

担う「ファミマＴカード事業」の拡大に伴い、ショッピングリボ残高が堅調に推移したこと等により、信用購入

あっせん収益は151億54百万円（前年同期比6.2％増）となりました。一方、融資部門は、総量規制の影響等によ

り引き続き残高が減少し、融資収益は27億22百万円（同11.0％減）となりました。

以上の結果、営業収益全体では192億27百万円（同3.0％増）となりました。

営業費用につきましては、利息返還関連費用等が減少したものの、新規会員獲得の強化に伴う関連費用の増加

等により167億59百万円（同0.5％増）となりました。

以上の結果、営業利益は24億68百万円（同24.4％増）、経常利益は24億67百万円（同24.4％増）、四半期純利

益は16億26百万円（同65.0％増）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べて21億43百万円増加し、2,655億66百万円となりまし

た。これは主に、割賦売掛金が65億17百万円増加した一方で、現金及び預金が30億93百万円減少したこと及び営

業貸付金が９億86百万円減少したことによるものです。

負債合計は、前事業年度末に比べて９億８百万円増加し、2,043億82百万円となりました。これは主に、買掛金

が３億64百万円増加したこと及び有利子負債が９億66百万円増加したことによるものです。

純資産合計は、前事業年度末から12億34百万円増加し、611億84百万円となりました。これは主に、利益剰余金

が12億34百万円増加したことによるものです。

また、自己資本比率は、23.0％となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べ、

30億93百万円減少の58億82百万円となりました。

① 営業活動におけるキャッシュ・フロー

当第２四半期累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、27億44百万円の減少（前年同四半期累

計期間は68億69百万円の減少）となりました。これは主に、税引前四半期純利益が24億67百万円、割賦売掛金の

増加が65億17百万円、営業貸付金の減少が９億86百万円、仕入債務の増加が３億64百万円となったことによるも

のです。

② 投資活動におけるキャッシュ・フロー

当第２四半期累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、９億22百万円の減少（前年同四半期累

計期間は５億９百万円の減少）となりました。これは主に、無形固定資産の取得による支出が８億29百万円とな

ったことによるものです。

③ 財務活動におけるキャッシュ・フロー

当第２四半期累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、５億74百万円の増加（前年同四半期累

計期間は79億14百万円の増加）となりました。これは主に、有利子負債の純増額が９億66百万円となった一方で、

配当金の支払額が３億91百万円となったことによるものです。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、新たに生じた事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。また、前事

業年度の有価証券報告書に記載した対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

　

(6) 営業実績

① 部門別取扱高

部門別
前第２四半期累計期間
自 平成28年３月１日
至 平成28年８月31日

当第２四半期累計期間
自 平成29年３月１日
至 平成29年８月31日

包括信用購入あっせん(百万円) 221,539 230,580

個別信用購入あっせん(百万円) 133 148

融資(百万円) 15,453 15,391

その他(百万円) 2,329 2,424

計(百万円) 239,456 248,545

(注) １ 取扱高は、元本取扱高であります。
２ 各部門別の取扱高の内容及び範囲は次のとおりであります。

包括信用購入
あっせん

クレジットカードによる包括的な与信に基づいたあっせん取引であり、取扱高の範
囲はクレジット対象額であります。

個別信用購入
あっせん

クレジットカードを用いず、取引の都度当社が顧客に対する与信審査、与信判断等
を行うあっせん取引であり、取扱高の範囲はクレジット対象額であります。

融資 直接会員又は顧客に金銭を貸付ける取引であり、取扱高の範囲は会員又は顧客に対
する融資額であります。

その他 保険代理店業務による取引であり、取扱高の範囲は顧客の支払保険料であります。

３ 取扱高には、消費税等は含めておりません(包括信用購入あっせん及び個別信用購入あっせんを除く)。
　

② 部門別営業収益

部門別
前第２四半期累計期間
自 平成28年３月１日
至 平成28年８月31日

当第２四半期累計期間
自 平成29年３月１日
至 平成29年８月31日

包括信用購入あっせん(百万円) 14,248 15,138

個別信用購入あっせん(百万円) 14 15

融資(百万円) 3,059 2,722

その他(百万円) 1,343 1,351

計(百万円) 18,666 19,227

(注) 営業収益には、消費税等は含めておりません。
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③ 営業貸付金等の内訳
(ⅰ) 貸付金の種別残高内訳

平成29年８月31日現在

貸付種別 件数(件)
構成割合
(％)

残高
(百万円)

構成割合
(％)

平均約定金利
(％)

消費者向
無担保(住宅向を除く) 200,909 98.6 35,136 96.2 15.25

不動産担保(住宅向を除く) 1 0.0 0 0.0 7.00

住宅向 － － － － －

計 200,910 98.6 35,136 96.2 15.25

事業者向 2,829 1.4 1,390 3.8 13.78

計 2,829 1.4 1,390 3.8 13.78

合計 203,739 100.0 36,527 100.0 15.19

　
(ⅱ) 資金調達内訳

平成29年８月31日現在

借入先等 残高(百万円) 平均調達金利(％)

金融機関等からの借入 125,411 0.63

その他 46,000 0.50

　 社債、コマーシャル・ペーパー 46,000 0.50

合計 171,411 0.60

自己資本 86,601 －

　 資本金・出資金 14,374 －

(注) 自己資本は、資産の合計額より負債の合計額並びに配当金の予定額を控除し、引当金(特別法上の引当金を
含む)の合計額を加えた額であります。

　
(ⅲ) 業種別貸付金残高内訳

平成29年８月31日現在

業種別 先数(件) 構成割合(％) 残高(百万円) 構成割合(％)

製造業 83 0.0 50 0.1

建設業 1,018 0.5 448 1.2

電気・ガス・熱供給・水道業 － － － －

運輸・通信業 － － － －

卸売・小売業、飲食業 763 0.4 396 1.1

金融・保険業 － － － －

不動産業 － － － －

サービス業 397 0.2 209 0.6

個人 199,760 98.6 35,136 96.2

その他 559 0.3 285 0.8

合計 202,580 100.0 36,527 100.0

　
(ⅳ) 担保別貸付金残高内訳

平成29年８月31日現在

受入担保の種類 残高(百万円) 構成割合(％)

有価証券 － －

　 うち株式 － －

債権 － －

　 うち預金 － －

商品 － －

不動産 0 0.0

財団 － －

その他 － －

計 0 0.0

保証 － －

無担保 36,527 100.0

合計 36,527 100.0
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(ⅴ) 期間別貸付金残高内訳
平成29年８月31日現在

期間別 件数(件) 構成割合(％) 残高(百万円) 構成割合(％)

リボルビング 194,606 95.5 36,301 99.4

１年以下 8,830 4.4 10 0.0

１年超５年以下 232 0.1 140 0.4

５年超10年以下 71 0.0 74 0.2

10年超15年以下 － － － －

15年超20年以下 － － － －

20年超25年以下 － － － －

25年超 － － － －

合計 203,739 100.0 36,527 100.0

１件当たり平均期間 －

(注) １ リボルビング方式による貸付金は、期間によらず、リボルビングの欄に計上しております。
２ １件当たり平均期間は、リボルビングが含まれるため算出しておりません。

　

④ 割賦売掛金残高

部門別
前第２四半期会計期間末
平成28年８月31日現在

当第２四半期会計期間末
平成29年８月31日現在

包括信用購入あっせん（百万円） 207,391 218,338

個別信用購入あっせん（百万円） 303 323

計（百万円） 207,694 218,662

　

⑤ 営業貸付金残高

部門別
前第２四半期会計期間末
平成28年８月31日現在

当第２四半期会計期間末
平成29年８月31日現在

融資（百万円） 39,274 36,527

計（百万円） 39,274 36,527

　

⑥ クレジットカード会員数及び利用件数

区分
前第２四半期累計期間
自 平成28年３月１日
至 平成28年８月31日

当第２四半期累計期間
自 平成29年３月１日
至 平成29年８月31日

クレジットカード会員数（名） 4,799,351 4,858,339

利用件数

包括信用購入あっせん（件） 8,692,849 8,835,401

個別信用購入あっせん（件） 93 121

消費者融資（件） 72,305 67,389

計（件） 8,765,247 8,902,911

(注) 利用件数については、平成28年８月及び平成29年８月における月間利用件数であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 158,150,000

計 158,150,000

　

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成29年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年10月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 79,323,844 79,323,844
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 79,323,844 79,323,844 － －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成29年８月31日 － 79,323 － 14,374 － 15,664
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(6) 【大株主の状況】

平成29年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

㈱三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 27,788 35.03

伊藤忠商事㈱ 東京都港区北青山二丁目５番１号 21,130 26.64

㈱ファミリーマート 東京都豊島区東池袋三丁目１番１号 11,739 14.80

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱ 東京都中央区晴海一丁目８番11号 2,062 2.60

大和証券㈱ 東京都千代田区丸の内一丁目９番１号 1,529 1.93

ＮＯＭＵＲＡ ＰＢ ＮＯＭＩＮＥＥＳ
ＬＩＭＩＴＥＤ ＯＭＮＩＢＵＳ－ＭＡＲ
ＧＩＮ （ＣＡＳＨＰＢ）
（常任代理人 野村證券㈱）

1 ANGEL LANE, LONDON, EC4R 3AB,
UNITED KINGDOM
（東京都中央区日本橋一丁目９番１
号）

1,253 1.58

ＢＮＰ ＰＡＲＩＢＡＳ ＳＥＣＵＲＩＴ
ＩＥＳ ＳＥＲＶＩＣＥＳ ＬＵＸＥＭＢ
ＯＵＲＧ／ＪＡＳＤＥＣ／ＨＥＮＤＥＲＳ
ＯＮ ＨＨＦ ＳＩＣＡＶ
（常任代理人 香港上海銀行 東京支店）

33 RUE DE GASPERICH, L-5 826
HOWALD-HESPERANGE, LUXEMBOURG
（東京都中央区日本橋三丁目11番１
号）

954 1.20

ＭＳＩＰ ＣＬＩＥＮＴ ＳＥＣＵＲＩＴ
ＩＥＳ
（常任代理人 モルガン・スタンレーＭＵ
ＦＧ証券㈱）

25 CABOT SQUARE, CANARY WHARF,
LONDON E14 4QA, U.K.
（東京都千代田区大手町一丁目９番７
号）

511 0.65

日本マスタートラスト信託銀行㈱ 東京都港区浜松町二丁目11番３号 489 0.62

あいおいニッセイ同和損害保険㈱ 東京都渋谷区恵比寿一丁目28番１号 422 0.53

計 － 67,880 85.57

(注) １ 上記のほか、自己株式が1,073千株(発行済株式総数に対する所有株式数の割合1.35％)あります。

２ 上記所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱ 2,062千株

日本マスタートラスト信託銀行㈱ 489千株
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(7) 【議決権の状況】
　

① 【発行済株式】

平成29年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－
権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式普通株式 1,073,900

完全議決権株式（その他） 普通株式 78,194,300 781,943 同上

単元未満株式 普通株式 55,644 － 同上

発行済株式総数 79,323,844 － －

総株主の議決権 － 781,943 －

(注) 「完全議決権株式（その他）」及び「単元未満株式」の株式には、証券保管振替機構名義失念株式がそれぞれ
1,500株（議決権15個）及び32株含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成29年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割

合(％)

（自己保有株式）

ポケットカード㈱ 東京都港区芝一丁目５番９号 1,073,900 － 1,073,900 1.35

計 － 1,073,900 － 1,073,900 1.35

(注) 上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが実質的に所有していない株式が60株(議決権の数０
個)あります。なお、当該株式数は上記「①発行済株式」の「単元未満株式」の欄に含まれております。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

決算短信（宝印刷） 2017年10月13日 10時43分 13ページ（Tess 1.50(64) 20170828_01）



― 10 ―

第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）並びに、「クレジット産業に係る会計基準の標準化について」(通商産業省通達60産局291号)及び「信販会社の損

益計算書における金融費用の表示について」(日本公認会計士協会信販・クレジット業部会部会長報告)の趣旨に基づ

いて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成29年６月１日から平成29年

８月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成29年３月１日から平成29年８月31日まで）に係る四半期財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

(単位：百万円)

前事業年度
平成29年２月28日

当第２四半期会計期間
平成29年８月31日

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,976 5,882

割賦売掛金 212,145 218,662

営業貸付金 ※1 37,513 ※1 36,527

その他 9,058 9,072

貸倒引当金 △12,792 △12,573

流動資産合計 254,902 257,571

固定資産

有形固定資産 299 288

無形固定資産 3,644 3,145

投資その他の資産

投資その他の資産 4,609 4,593

貸倒引当金 △31 △31

投資その他の資産合計 4,577 4,561

固定資産合計 8,521 7,994

資産合計 263,423 265,566

負債の部

流動負債

買掛金 13,717 14,082

短期借入金 13,000 15,000

1年内返済予定の長期借入金 25,254 25,529

コマーシャル・ペーパー 18,000 6,000

その他の引当金 409 457

その他 6,421 6,076

流動負債合計 76,801 67,145

固定負債

社債 40,000 40,000

長期借入金 74,187 84,882

退職給付引当金 482 501

利息返還損失引当金 12,002 11,854

その他 0 －

固定負債合計 126,671 137,237

負債合計 203,473 204,382

純資産の部

株主資本

資本金 14,374 14,374

資本剰余金 15,816 15,816

利益剰余金 31,060 32,295

自己株式 △1,300 △1,301

株主資本合計 59,950 61,184

純資産合計 59,950 61,184

負債純資産合計 263,423 265,566
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

(単位：百万円)
前第２四半期累計期間
　自 平成28年３月１日
　至 平成28年８月31日

当第２四半期累計期間
　自 平成29年３月１日
　至 平成29年８月31日

営業収益

信用購入あっせん収益 14,263 15,154

融資収益 3,059 2,722

その他の収益 1,343 1,351

営業収益合計 18,666 19,227

営業費用

販売費及び一般管理費

貸倒引当金繰入額 3,178 3,554

利息返還損失引当金繰入額 2,842 1,631

その他 10,100 11,044

販売費及び一般管理費合計 16,121 16,230

金融費用

支払利息 371 347

その他の金融費用 189 181

金融費用計 560 528

営業費用合計 16,682 16,759

営業利益 1,984 2,468

営業外収益

雑収入 8 8

営業外収益合計 8 8

営業外費用

雑損失 9 9

営業外費用合計 9 9

経常利益 1,983 2,467

税引前四半期純利益 1,983 2,467

法人税、住民税及び事業税 927 784

法人税等調整額 70 57

法人税等合計 997 841

四半期純利益 985 1,626
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

(単位：百万円)
前第２四半期累計期間
自 平成28年３月１日
至 平成28年８月31日

当第２四半期累計期間
自 平成29年３月１日
至 平成29年８月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 1,983 2,467

減価償却費 553 563

のれん償却額 188 188

貸倒引当金の増減額（△は減少） △343 △219

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） 960 △148

割賦売掛金の増減額（△は増加） △13,053 △6,517

営業貸付金の増減額（△は増加） 1,785 986

仕入債務の増減額（△は減少） 1,698 364

その他 207 735

小計 △6,019 △1,577

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △850 △1,166

営業活動によるキャッシュ・フロー △6,869 △2,744

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △188 △93

無形固定資産の取得による支出 △311 △829

その他 △9 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △509 △922

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △4,000 2,000

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） 17,000 △12,000

長期借入れによる収入 12,206 23,574

長期借入金の返済による支出 △16,896 △12,604

配当金の支払額 △390 △391

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の売却による収入 0 0

その他 △4 △3

財務活動によるキャッシュ・フロー 7,914 574

現金及び現金同等物に係る換算差額 4 △2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 540 △3,093

現金及び現金同等物の期首残高 8,191 8,976

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,731 5,882
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【注記事項】

(追加情報)

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期会計期間から適用しております。

　

(四半期貸借対照表関係)

※１ 営業貸付金の不良債権の状況は次のとおりであります。

区分
前事業年度

平成29年２月28日

当第２四半期会計期間

平成29年８月31日

破綻先債権 118百万円 85百万円

延滞債権 1,528 〃 1,295 〃

３ヶ月以上延滞債権 535 〃 503 〃

貸出条件緩和債権 1,567 〃 1,391 〃

計 3,750 〃 3,276 〃

不良債権の内容は次のとおりであります。

(破綻先債権)

元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息の取立て又は弁済の

見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸付金(以下「未収利息不計上貸付金」)のうち、破産債権、

更生債権その他これらに準じる債権であります。
　

(延滞債権)

未収利息不計上貸付金であって、破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として利息の支

払を猶予したもの以外の債権であります。
　

(３ヶ月以上延滞債権)

元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３ヶ月以上延滞している貸付金で、破綻先債権及び延滞債権に該

当しないものであります。
　

(貸出条件緩和債権)

債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放

棄その他の債務者に有利となる取決めを行なった貸付金で、破綻先債権、延滞債権及び３ヶ月以上延滞債権に該

当しないものであります。

　

(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおりで

あります。

　

前第２四半期累計期間

自 平成28年３月１日

至 平成28年８月31日

当第２四半期累計期間

自 平成29年３月１日

至 平成29年８月31日

現金及び預金 8,731百万円 5,882百万円

現金及び現金同等物 8,731 〃 5,882 〃
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間（自 平成28年３月１日 至 平成28年８月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年４月７日

取締役会
普通株式 391 5.00 平成28年２月29日 平成28年５月12日 利益剰余金

　
２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年10月６日

取締役会
普通株式 391 5.00 平成28年８月31日 平成28年11月８日 利益剰余金

　

当第２四半期累計期間（自 平成29年３月１日 至 平成29年８月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年４月13日

取締役会
普通株式 391 5.00 平成29年２月28日 平成29年５月11日 利益剰余金

　
２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間（自 平成28年３月１日 至 平成28年８月31日）及び当第２四半期累計期間（自 平

成29年３月１日 至 平成29年８月31日）

当社は「金融サービス事業」を単一の報告セグメントとしており、その他の事業は金額的重要性が乏しいた

め、記載を省略しております。

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期累計期間
自 平成28年３月１日
至 平成28年８月31日

当第２四半期累計期間
自 平成29年３月１日
至 平成29年８月31日

１株当たり四半期純利益 12.60円 20.78円

（算定上の基礎）

四半期純利益（百万円） 985 1,626

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 985 1,626

普通株式の期中平均株式数（株） 78,250,705 78,250,388

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。

　

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】
　

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成29年10月12日

ポケットカード株式会社

取締役会 御中

有限責任監査法人トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 飯 野 健 一 印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 山 田 円 印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 松 崎 雅 則 印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているポケットカード

株式会社の平成29年３月１日から平成30年２月28日までの第36期事業年度の第２四半期会計期間(平成29年６月１日から

平成29年８月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成29年３月１日から平成29年８月31日まで)に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ポケットカード株式会社の平成29年８月31日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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【表紙】

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成29年10月13日

【会社名】 ポケットカード株式会社

【英訳名】 POCKET CARD CO., LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 渡 辺 恵 一

【最高財務責任者の役職氏名】 取締役兼専務執行役員 塚 本 良 輔

【本店の所在の場所】 東京都港区芝一丁目５番９号

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)
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１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

当社代表取締役社長渡辺恵一及び当社最高財務責任者塚本良輔は、当社の第36期第２四半期(自 平成29年６月１日

至 平成29年８月31日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いた

しました。

　

２ 【特記事項】

確認に当たり、特記すべき事項はありません。
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